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小
誌
の
姉
妹
誌
「
月
刊
オ
ー
ル
関
西
」

が
帆
を
あ
げ
て
、
波
に
乗
っ
た
（
七
号

発
刊
）
の
を
機
に
「
月
刊
オ
ー
ル
関
西

を
励
ま
し
育
て
る
会
」
が
、
大
阪
で
ド

ラ
高
く
催
さ
れ
た
。

十
月
十
二
日
同
夜
、
都
島
区
の
太
閤

園
に
は
約
五
百
名
が
賑
や
か
に
参
集
。

司
会
の
浜
村
淳
氏
が
「
ひ
と
集
う
お
お

さ
か
、
し
な
や
か
に
お
お
さ
か
ｌ
」
と

独
特
の
〃
ハ
マ
ム
ラ
節
″
で
幕
明
け
を

告
げ
る
。
ゆ
る
り
と
椴
帳
が
上
が
り
、

飛
鳥
峯
王
さ
ん
ら
の
祝
舞
が
会
場
の
気

分
を
目
出
た
い
も
の
に
し
て
い
く
。

〃
ハ
マ
ム
ラ
節
″
に
促
さ
れ
佐
治
敬
三

サ
ン
ト
リ
ー
㈱
社
長
が
壇
上
に
。

「
三
号
ま
で
の
カ
ス
ト
リ
雑
誌
を
突
破

し
、
本
誌
は
七
号
ま
で
き
た
。
我
が
社

の
開
高
健
の
よ
う
に
大
阪
の
人
材
を
生

み
出
し
て
欲
し
い
」
と
〃
サ
ジ
節
″
で

激
励
し
た
。
乾
杯
の
音
頭
は
二
本
立
て

吉
本
晴
彦
大
阪
マ
ル
ピ
ル
オ
ー
ナ
ー
と

米
花
稔
神
大
名
誉
教
授
が
「
ス
コ
ー
ル
」

「
ス
コ
ー
ル
」
。
祝
辞
は
同
じ
く
大
学
畑

か
ら
山
村
雄
一
大
阪
大
学
総
長
と
久
山

康
関
学
理
事
長
が
贈
っ
た
。

さ
ら
に
美
女
群
も
登
場
、
歌
手
の
ジ

ョ
ー
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド
が
熱
唱
、
モ
デ

ル
の
小
泉
一
十
三
さ
ん
や
Ｏ
Ｓ
Ｋ
出
身

の
北
原
真
弓
さ
ん
ら
が
花
を
添
え
た
。

小
泉
康
夫
同
誌
編
集
長
が
「
雑
誌
づ

く
り
は
〃
み
な
し
ご
ハ
ッ
チ
″
の
よ
う

に
ま
わ
り
道
。
粘
り
強
く
続
け
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
表
明
、
舵
取
り
役
と

し
て
の
船
長
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
た
。

鱒

話題のひろぱ菌ｆ

＜Ｉ＞

鱗
雨季

皐騨噂．

画
月
刊
オ
ー
ル
関
西
を
励
ま
し
育
て
る
会

鍵 雑
誌
文
化
高
揚
に

励
ま
し
の
声
が

灘

＃

鶏謝零…ル関護憲賊慧地溝てる；
w画辱。
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口
第
７
回
美
術
家
野
球
大
会

（写真右上）前年度優勝チーム行動美術、段畑選手による元気いっぱいの選手宣誓。（同左上）兵庫県文化賞受賞の鴨居玲さん
の始球式。（同右下）優勝に沸く二紀会チームの胴上げ。（同左下）優勝した二紀会チーム｡

話題のひろば

＜Ⅱ＞

秋
の
さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、
尼
崎

浪
速
信
用
金
庫
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
加
月

皿
日
（
日
）
第
７
回
美
術
家
野
球
大
会

が
行
な
わ
れ
、
参
加
５
チ
ー
ム
に
よ
る

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

「
平
素
は
暗
い
場
所
で
仕
事
を
し
て

お
ら
れ
る
皆
さ
ん
で
す
が
、
今
日
は
明

る
く
軽
快
な
プ
レ
ー
で
ゲ
ー
ム
を
戦
っ

て
下
さ
い
」
と
佐
藤
廉
大
会
委
員
長
が

挨
拶
。
次
に
行
動
美
術
、
段
畑
選
手
に

よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
選
手
宣
誓
、
元

神
戸
二
紀
チ
ー
ム
の
強
打
者
で
今
年
度

兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
の
鴨
居
玲
さ
ん
に

よ
る
始
球
式
で
試
合
開
始
。
一
回
戦
は

初
出
場
の
神
戸
新
聞
ド
ン
ゴ
ロ
ス
が
狸

１
ｍ
で
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
に
、
強
豪
神
戸

一
一
紀
が
５
１
２
で
芸
術
学
林
に
と
そ
れ

ぞ
れ
勝
ち
進
み
、
２
回
戦
は
前
年
度
優

勝
の
行
動
美
術
が
貫
禄
の
旧
－
０
で
ド

ン
ゴ
ロ
ス
に
大
勝
し
決
勝
進
出
を
決
め

た
。決

勝
戦
は
行
動
美
術
ｌ
神
戸
二
紀
で

争
わ
れ
、
息
を
の
む
投
手
戦
の
末
、
３

１
０
で
神
戸
一
一
紀
が
今
年
度
優
勝
チ
ー

ム
と
な
り
、
今
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

・
協
賛
、
賞
品
提
供
は
次
の
通
り

八
協
賛
Ｖ
元
町
画
廊
、
鴨
居
玲
、
神
戸

地
下
街
、
月
刊
神
戸
っ
子
、
錦
画
廊
、

末
積
製
額
、
美
専
堂
、
蛸
の
壷
。

八
賞
品
提
供
Ｖ
風
月
堂
、
三
正
画
材
、

ル
ナ
製
額
、
三
越
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
大
丸
、

そ
ご
う
、
神
戸
新
聞
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
、

元
町
画
廊
、
カ
ネ
ボ
ー
ベ
ル
エ
イ
シ
ー
、

ワ
コ
ー
ル
、
タ
ナ
カ
画
材
。

神
戸
二
紀

念
願
の
Ｖ
達
成
／

１
６３
１
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話題のひろば

＜Ⅲ＞

恒
例
の
「
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
美
術
公

募
展
」
は
今
年
で
第
八
回
と
な
る
が
、
十

月
十
七
日
、
美
術
評
論
家
の
赤
根
和
生

さ
ん
ら
十
名
の
審
査
に
よ
り
各
賞
の
受

賞
者
が
決
っ
た
。
各
賞
受
賞
者
の
顔
ぶ

れ
は
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
大
賞
ｌ
「
Ｍ
ｅ

ｍ
Ｏ
ｒ
ｙ
Ｂ
Ｏ
ｘ
ｌ
」
井
沢
以
佐
子

（
西
宮
市
）
、
奨
励
賞
（
北
野
商
業
連
合

賞
）
Ｉ
「
８
４
０
１
」
渡
辺
晶
子
（
芦

屋
市
）
佳
作
Ｉ
「
だ
ん
だ
ん
青
に
、
だ

ん
だ
ん
白
に
」
元
永
大
助
（
尼
崎
市
）
、

同
ｉ
「
無
Ｉ
」
礁
貝
文
子
（
高
石
市
）
、

月
刊
神
戸
っ
子
賞
ｌ
「
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｍ

Ｅ
Ｎ
Ａ
８
」
西
内
義
和
（
大
阪
府
）
、
元

町
画
廊
賞
Ｉ
「
ス
コ
ッ
プ
」
弓
場
祥
子

（
大
阪
市
）
お
よ
び
入
選
三
十
一
名
。

表
彰
式
は
十
月
二
十
八
日
午
後
、
ロ

ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
中
庭
で
行
わ
れ
た
。
主

催
者
の
若
山
晴
洋
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
㈲

代
表
が
「
今
年
は
平
面
作
品
に
興
味
深

い
も
の
が
多
か
っ
た
。
立
体
の
作
家
も

頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
た

あ
と
、
審
査
員
の
一
人
、
画
家
の
丸
本

耕
さ
ん
は
、
受
賞
作
一
点
一
点
に
細
か

な
批
評
を
加
え
た
あ
と
、
「
冒
険
、
未

知
の
領
域
に
賭
け
て
行
く
の
が
現
代
美

術
。
も
っ
と
実
験
を
し
て
欲
し
い
。
時

代
の
イ
ズ
ム
か
ら
は
み
出
た
新
し
い
実

験
的
な
も
の
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
」
と

若
き
才
能
へ
期
待
を
込
め
て
激
励
を
お

く
っ
た
。
授
賞
式
後
の
懇
親
会
で
は
、

公
募
展
の
実
行
委
員
で
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
ド
・
ラ
ペ
の
平
田
和
子
さ
ん
を
ま

じ
え
、
美
術
談
義
に
花
が
咲
い
た
。

１
６４
１

上・左からローズガーデン大賞、佳作（元永) 、月刊神戸っ子賞、元町画廊賞各賞受賞作品。下・前列左から井沢、猿貝、渡辺、
弓場､ 元永､ 丸本､ 西内各氏。２列目左から平田、若山各氏と入選者の皆さん。この中から明日の現代美術の担い手が出て欲しい。

口
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
美
術
公
募
展
表
彰
式

冒
険
と
実
験
へ
の

さ
ら
な
る
挑
戦
を
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L___羊旦｡.、ＨＰ，-,.,、.，

約
束
を
破
る
。
ま
貢
微
を
贈
Ｚ

露 年末･ 年始のﾍ ｱ ｰ & ﾒ ｲ ｸ は湾
た
く
す
る
。
優
し
く
念

無
視
す
る
ｂ
そ
し
て
抱
握

窮
坪
の
タ
ク
テ
ィ
ク
ス
。

イメージチェンジした当店で一
ケ
詞
月
会
わ
通
い

T ＡＣＴｌＣＳ

画: ＞字申戸眼鏡B 完

《謎》美容室ｴ リザベス
本店／神戸市中央区三宮町2 丁目6 - 4 ( 三上ビル）

ＴＥＬ（07 8 ) 3 3 1 - 8 8 9 4 . 4 9 1 7
寵 お貸衣裳花嫁衣裳サロン

東京･ 遠藤波津子直流関西唯一人荷畑尾芙久子の店
元町店・元町３丁目壷( 3 2 1 ) 1 2 1 2 代表
三宮店・さんちかタウン念( 3 9 1 ) 1 8 7 4 ～５

一本店と同じ( 三上ビル) 一神戸市中央区三宮町２丁目６－４
ＴＥＬ(078)331-3258
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華

段．

笥騨酵

霞蕊鍵。

ざ
篭
ｆ
鍔
噸
巌
甜
輔
、
鼠
＃

則
挙
乳
射

ｌ
如
月
哩
月
芦
屋
ル
ナ
・
赤
‐
ル
で
「
醤
職
葬
」
の
舞
台
を

構
成
・
演
出
を
し
た
太
田
タ
マ
コ
さ
ん
と
、
ナ
イ
ー
ブ
な
役
と
さ

れ
る
「
詩
人
」
を
演
じ
た
辰
巳
琢
郎
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

「
醤
被
葬
」
は
、
作
家
三
島
由
紀
夫
原
作
〃
卒
塔
婆
小
町
″
を
イ

メ
ー
ジ
的
に
ふ
く
ら
ま
せ
、
普
蔽
（
造
花
）
を
小
町
と
ダ
ブ
ル
ィ

メ
ー
ジ
に
し
て
、
老
婆
Ｉ
老
蓄
蔽
、
一
一
十
歳
の
小
町
Ｉ
娘
菩
蔽
と

し
て
、
詩
人
の
死
か
ら
始
ま
り
魂
が
浮
遊
す
る
幻
想
劇
。

太
田
さ
ん
は
、
単
に
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
作
家
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
独
自
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
の
世
界
を
、
布
を
染
め
、
型
を
創
り

舞
台
空
間
で
花
開
か
せ
て
、
魅
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
辰
己
さ
ん

は
、
京
大
在
学
中
よ
り
劇
団
「
そ
と
ば
こ
ま
ち
」
を
主
宰
し
、
演

出
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
役
者
の
三
役
を
こ
な
す
。
最
近
で
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ロ
マ
ン
ス
」
香
木
真
之
助
役
で
出
演
、

好
評
を
得
た
期
待
の
新
人
。

太
田
一
年
半
程
前
か
ら
、
「
卒
塔
婆
小
町
」
の
舞
台
を
花
で
造

り
た
い
な
、
と
思
っ
て
ま
し
て
ね
。
卒
塔
婆
小
町
は
女
形
の
嵐
徳

鯵

典
野
・
“
．
癖
鐸
蝿
癖
鐸
鋒
騨
．
浄
評

三
郎
さ
ん
に
と
決
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
詩
人
役
を
探
し
て
た
ん

で
す
ね
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
梅
田
の
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ム
で
「
ア

リ
ス
ナ
イ
ス
」
と
い
う
お
芝
居
の
少
し
入
っ
た
、
と
っ
て
も
楽
し

い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
出
演
し
て
い
る
辰
己
さ
ん
に
出
会
っ

た
ん
で
す
よ
。
詩
人
の
持
つ
ナ
イ
ー
ブ
さ
と
現
代
青
年
が
う
ま
く

ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
て
、
す
ご
く
い
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。
こ
の
人

こ
そ
繊
細
な
美
し
さ
を
持
つ
、
私
の
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
詩
人

に
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
思
っ
て
お
願
い
し
た
ん
で
す
よ
。

辰
巳
僕
と
し
て
は
、
太
田
先
生
の
蕎
蔽
が
ど
う
い
う
も
の
か
全

く
知
ら
な
か
っ
た
し
、
少
し
と
ま
ど
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。

太
田
辰
巳
さ
ん
が
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
パ
ワ
ー
で
演
出
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
、
役
者
の
三
役
を
こ
な
す
『
つ
み
つ
く
ろ
う
』
さ
ん

と
同
一
人
物
で
あ
る
と
、
そ
の
時
初
め
て
知
っ
た
ん
で
す
よ
。
つ

み
つ
く
ろ
う
さ
ん
と
し
て
お
名
前
は
よ
く
知
っ
て
ま
し
た
が
、
今

回
は
あ
え
て
役
者
と
し
て
お
願
い
し
た
ん
で
す
。

辰
巳
こ
の
話
の
あ
と
す
ぐ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
仕
事
が
入
っ
た
の
で
、
稽

勤

｢ 芝居も食えなきゃ
本物じゃない」
太田タマ．ｖｓ辰巳琢郎’
ノ. －，､ フラワー．デザけ~ ー‘ 、劇、そとぱこまち主宰・あとりえ4 1 所属‘

■いんたび: ' , ｼ ／伽排を飲みながら…
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、
卦

古
の
時
間
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
し
、
関
西
の
舞
台
に
ま
と
も
に
立

つ
の
が
一
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
す
ご
い
緊
張
感
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
演
出
家
の
言
わ
れ
る
ま
ま
に
素
直
に
動
い
て
し
ゃ

べ
っ
て
（
笑
）
、
か
な
り
細
か
い
演
技
指
導
も
し
て
も
ら
っ
て
。

真
剣
な
芝
居
づ
く
り
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

太
田
私
は
、
辰
己
さ
ん
の
持
つ
ノ
ー
ブ
ル
な
も
の
が
詩
人
の
中

に
そ
の
ま
ま
出
て
い
た
と
思
い
ま
す
ね
。
今
回
、
三
島
由
紀
夫
夫

人
が
観
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
何
を
感
動
し
て
帰
ら
れ
た
か
っ
て

い
う
と
、
辰
巳
さ
ん
の
演
じ
た
「
詩
人
」
な
ん
で
す
よ
。
今
ま
で

い
ろ
ん
な
方
の
演
じ
る
詩
人
を
見
て
き
た
け
れ
ど
三
島
先
生
の
イ

』
Ｌ
Ｆ
Ｆ

噸
恥

胃
匹

／， 、

鍵

罫
１
鍛
守

腰. る

？

！i111
醒

４
，中

心
屯
金閣

鷺

開

銀嘩嘆

メ
ー
ジ
に
一
番
ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
っ
て
。
嵐
徳
三
郎
さ
ん
の
卒
塔

婆
小
町
と
辰
巳
さ
ん
の
詩
人
、
も
う
最
高
の
キ
ャ
ス
ト
だ
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
し
ら
、
と
、
私
自
身
、
大
変
嬉
し
い
気
持
で
す
。

辰
巳
そ
う
言
わ
れ
る
と
恐
縮
で
す
ね
。
徳
三
郎
さ
ん
は
、
一
人

で
も
本
当
に
〃
華
″
の
あ
る
人
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
ど
ん
な
ふ
う

に
上
手
く
受
け
る
か
、
壊
さ
な
い
で
演
じ
る
か
、
し
か
頭
に
な
か

っ
た
。
詩
人
を
完
全
に
自
分
の
も
の
に
し
て
、
自
分
に
ひ
き
つ
け

て
し
ま
う
と
、
逆
に
よ
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
な
、
と
い
う

感
じ
も
あ
り
ま
す
ね
。
ぎ
こ
ち
な
さ
と
い
う
か
未
消
化
な
部
分
が

か
え
っ
て
よ
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
（
笑
）
。

太
田
見
る
人
に
よ
れ
ば
、
詩
人
に
〃
華
″
が
あ
っ
た
と
い
う
人

も
あ
り
ま
し
た
が
（
笑
）
。
今
回
演
出
補
佐
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

林
清
人
（
無
名
塾
）
さ
ん
の
お
話
で
は
、
も
ち
ろ
ん
基
礎
が
新
劇

の
人
た
ち
と
違
う
け
れ
ど
、
演
技
、
性
格
と
も
に
素
直
な
と
こ
ろ

が
い
い
、
鍛
え
れ
ば
素
晴
ら
し
い
役
者
に
な
る
人
だ
と
。
こ
れ
か

ら
の
人
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う

し
、
私
、
と
て
も
期
待
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

辰
巳
演
じ
る
者
に
と
っ
て
鉦
蛍
ロ
全
体
は
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ

ね
。
今
回
も
、
蕎
蔽
の
美
し
さ
が
舞
台
か
ら
で
は
見
ら
れ
な
く
て

僕
と
し
て
は
お
も
し
ろ
く
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）
・
で
も
、
自
分
が

演
じ
て
の
満
足
感
は
あ
る
し
、
ま

わ
り
か
ら
も
よ
く
見
て
も
ら
え
る

し
、
役
者
っ
て
得
な
ん
で
す
ね
。

最
初
の
頃
は
、
ず
１
つ
と
芝
居
好

き
や
、
で
や
っ
て
き
た
ん
だ
け
れ

ど
、
と
り
あ
え
ず
芝
居
で
食
い
た

い
な
ぁ
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま

し
た
ね
。
や
っ
ぱ
り
食
え
な
く
っ

ち
ゃ
本
物
じ
ゃ
な
い
と
思
う
。
と

に
か
く
い
い
形
で
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ

て
も
ら
っ
た
の
で
、
今
は
、
役
者

と
し
て
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
身

に
つ
け
て
、
一
人
前
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
劇

老婆「見ててごらん、当時飛切の俗悪な連中がやって来るから」
詩人「あれが俗悪？あんなすばらしい連中が」

傭驚誇一．
蕊
等

団
の
主
宰
者
で
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
、
今
し
ば
ら
く
は
、
ま
ず
、

一
人
で
も
一
一
人
で
も
ね
、
僕
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
よ
。

メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
ね
、
い
ず
れ
ま
た
劇
団
を
本
格
的
に
し
た
い

と
思
っ
て
ま
す
け
れ
ど
。
劇
団
｛
胃
体
、
仲
間
で
つ
く
っ
た
学
生
劇

団
か
ら
脱
皮
し
て
、
大
き
な
成
長
を
め
ざ
さ
な
い
と
い
け
な
い
ん

で
す
よ
ね
。

太
田
辰
巳
さ
ん
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
飛
び
出
し
て
、
み
ん
な

に
「
頑
張
っ
て
る
ぞ
ノ
●
」
っ
て
見
せ
な
く
っ
ち
ゃ
ね
。
こ
れ
か
ら

も
応
援
し
ま
す
よ
。
今
日
は
素
晴
ら
し
い
舞
台
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

騒蕊

6７
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年間購読
Ｙ８，０００

新しい関西を創造する綜合雑誌 今
昔
絵
双
紙
〈
８
〉
田
辺
聖
子

／
ヤ
ン
グ
の
ぺ
‐
ジ
／
続
・
沙
羅
利
満
氏
の
経
済
教
室
ｌ
建
元
正
弘

関
西
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
・
エ
ー
ジ
・
タ
ウ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
西
日
本
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／
力

海
外
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ル
チ
ャ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
／
今
月
の
健
康
／
名
医
に
聞
く
／
パ
ー
テ
ィ
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／

マ
ン
ガ
・
小
島
功
の
好
色
一
代
男
／
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
レ
ビ
ュ
ー
／
オ
ラ
ク
ル
／
エ
ロ
チ
カ
辞
評

粥 伽 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ｆ
●
Ｉ

ロ
弓
一
地
球
を
歩
く
〔
４
〕
…
：
ク
メ
ー
ル
の
残
照

朋
蕊
鵠
埋
見
者
亭
阿
部
牧
郎

ザ
・
カ
ン
サ
イ
回

好評発売中￥5 8 0 （
日
本
の
宝
と
の
出
会
い
●
「
虎
食
人
由
」

空
か
ら
見
た
造
形
美
●
「
浮
御
堂
」

美
女
登
場
●
「
松
田
麗
子
」

間購読
８，０００）） ｱヲ 山

田
五
十
鈴

特
別
企
画

ス
タ
－

ハ
，
イ
ー
フ
ノ
イ
Ｔ
ｒ

「
浜
村
淳
」

ザ
オ
・
ウ
ー
キ
ー

お
歳
暮
特
集
・
菓
子
塁
陀
羅

》
大
阪
の
曲
り
角
Ｉ
木
津
川
計

一
評
伝
・
川
端
康
成
⑦
Ｉ
石
潰
恒
夫

《
上
方
味
覚
紀
行
Ｉ
楠
本
憲
吉

》
創
造
の
世
界
鯵
松
下
電
器

6８
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K蜜蕊

浄
諦
炉
噸
蛎
純
醒
睡
唖
鐸
蓉
鐸
症
榊
声
崖
識
坤
醸
軽
嘩
癖
需

を
残
す
と
い
う
自
負
を
持
っ
て
唾
麺
雄
折
銅
峠
峰
需
識
癖
華
却

編
集
し
た
い
。
そ
し
て
六
千
部
－
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

令罰台

高
橋
孟
、
宮
崎
修
二
郎
さ
ん
ら
を
そ
え
た
。

文
化
人
二
四
一
一
名
が
集
っ
た
。

経
済
振
興
に
大
き
な
役
割
を

号
記
念
祝
賀
会
は
大
盛
況
。

峠
確
帳
恥
一
程
畑
騨
即
雪
挿
峰
嘩
示

が
出
席
さ
れ
〃
雪
〃
の
多
彩
な
人
貝
原
俊
民
県
副
知
事
、
宮
岡
市
－
卜
」
が
兵
庫
県
酒
造
組
合
連
卯
）
に
続
い
て
、
新
谷
英
子
の

脈
と
評
判
に
、
認
識
度
が
高
く
助
役
、
石
野
信
一
神
商
議
会
頭
合
会
の
主
催
で
加
月
妬
日
生
田
彫
刻
展
を
開
い
た
。
「
い
つ
の

な
り
大
収
獲
で
す
」
と
久
保
田
一
》
、
職
螺
癖
鱗
灘
鏑
識
神
社
会
館
４
Ｆ
で
開
か
れ
日
本
ま
に
や
ら
８
年
も
た
っ
て
神
戸

会
連
絡
協
議
会
で
、
こ
の
集
い
－
テ
ィ
が
、
月
ｎ
日
、
神
戸
オ
リ
小
粋
な
「
第
３
回
日
本
酒
と
８
周
年
を
迎
え
、
小
磯
良
平
画

に
岡
崎
忠
議
長
を
初
め
皆
さ
ん
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ジ
ャ
ズ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
伯
の
版
画
展
（
ｍ
／
９
１
ｍ
／

発
行
の
母
体
が
神
戸
市
防
火
協
経
産
業
懇
話
会
の
合
同
懇
親
パ
Ｚ
に
耳
を
傾
け
る
、
ち
よ
つ
ぴ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〃
あ
じ
さ
い
〃
が

☆
神
戸
消
防
の
歴
史
と
な
っ
た
★
９
年
目
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
☆
あ
な
た
は
日
本
酒
党

で
開
い
た
月
刊
〃
雪
〃
の
通
巻
畑
手
，

「
何
よ
り
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
本
年
度
の
神
戸
と
姫
路
の
日
日
本
酒
を
飲
ん
で
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
３
階
に
あ
る

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

″
雪
″
伽
号
記
念
に
集
う
充
実
す
る
日
経
産
業
懇
話
会
そ
れ
と
も
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
党

4 0 0 号を記念して
計のめ長消
芝消歴を防
Ｐ防代初局

－柳
局
長
や
員
約
刑
人
が
出
席
、
神
戸
沖
空

麿
谷
川
名
港
案
や
来
年
の
２
大
イ
ベ
ン
ト

人
、
西
「
く
に
う
み
の
祭
典
」
「
祁
１
一
一

催
遊
児
バ
ー
シ
ァ
ー
ド
神
戸
大
会
」
に

笑
児
、
向
け
て
の
熱
っ
ぽ
い
話
題
が
花

重
成
裕

助
役
、 宮
岡
蚕な

ど
、
来
賓
の
他
、
懇
話
会
会

フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

し
れ
た
。

血

難
：
真

石野氏（右から３人目）を囲んで

酒
党
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
党
あ
わ
せ
て
ら
し
い
企
画
展
を
と
記
念
に
と

約
二
百
人
が
酒
と
音
楽
に
酔
い
思
っ
て
」
と
、
画
廊
の
女
主
人

く
さ
ん
で
あ
っ
た
が
、
中
で
も
バ
レ
リ
ー
ナ
ー
の
銅
版
や
、
白

キ
ャ
ロ
ル
・
リ
ー
と
ロ
イ
ヤ
ル

会
場
で
は
、
生
演
奏
は
も
ち
の
小
磯
展
に
続
い
た
女
流
彫
刻

ろ
ん
、
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
多
彩
家
の
新
谷
英
子
さ
ん
の
展
覧
会

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
盛
り
だ
は
男
性
フ
ァ
ン
も
多
く
、
特
に

ｌ
Ⅲ

新谷さん（手前原生）を囲んで

人々を魅了したロイヤル・フラッシュジャズバンド

中
院
俊
子
さ
ん
は
語
る
。
好
評

☆
女
ら
し
さ
が
漂
う

ら
い
で
、
会
場
に
集
ま
っ
た
人

れ
て
、
踊
り
だ
す
人
も
い
た
く

々
を
魅
了
し
た
。

新
谷
英
子
展
に
集
う
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し
、
・
男
女
の
愛
の
交
歓
も
例
外
で
は
な

か
っ
た
ら
し
い
。
雨
風
の
日
な
ど
、
ど
う

し
の
い
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
現
代
の

利
便
化
さ
れ
た
私
達
の
生
活
か
ら
そ
れ

を
想
像
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
。

暗
闇
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
す
、
陽

の
光
や
、
夜
の
灯
を
、
私
達
の
祖
先
は

ど
れ
程
、
希
求
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

光
は
古
代
の
人
達
に
と
っ
て
は
神
そ

か
が
り
ぴ

の
も
の
で
あ
っ
た
。
灯
明
や
篭
火
が
現

在
も
祝
祭
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
そ
の

名
残
り
で
あ
る
。

す
ま
い
の
中
に
明
り
を
導
き
入
れ
る

の
は
、
永
い
歳
月
と
技
術
の
発
達
を
ま

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

１
０
１
ノ
ダ

☆
光
は
神
で
あ
っ
た

太
古
、
洞
窟
が
最
も
古
い
す
ま
い
の

型
で
あ
っ
た
が
、
人
類
が
作
る
よ
う
に

な
っ
た
初
期
の
家
は
、
組
み
立
て
ら
れ

た
木
の
架
構
に
草
を
葺
い
た
、
わ
ず
か

に
出
入
口
の
あ
る
だ
け
の
暗
が
り
で
あ

っ
た
。
勿
論
、
窓
が
あ
る
わ
け
も
な
く
、

眠
る
た
め
だ
け
の
〃
鳩
〃
（
ね
ぐ
ら
）
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
や
、
炊
事

・
食
事
等
は
す
べ
て
戸
外
で
な
さ
れ
た

7０
２

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
〈
そ
の
１
〉

す
ま
い
と
光

－ぬ

１日石器時代の住居、わずかに出入口だけが
設けられていた「ねぐら」であった。

、

ン

★
窓
の
発
見

現
在
見
る
よ
う
な
開
閉
が
自
在
な
窓

が
、
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な

い
。
窓
は
、
す
ま
い
と
外
界
と
を
結
ぶ

人
類
の
希
望
で
あ
る
。
窓
の
発
見
に
よ

っ
て
、
居
な
が
ら
に
し
て
外
が
う
か
が

え
る
し
、
何
に
も
ま
し
て
、
光
や
風
の

|｜
ズ

黒田公三

＜撚黒鴬熱事務所〉
恩
恵
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
、
家
は
も

ね
ぐ
ら

は
や
婚
で
な
く
、
す
ま
い
と
な
っ
た
。

窓
の
発
見
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

暮
ら
し
を
家
の
中
に
と
り
こ
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
喜
び
を
見

つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ガ
ラ

ス
が
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
論
そ
れ
は
更
に
飛
躍
し
た
の
で
あ
る
。

蕊
蕊
一
一
一
蔓
一
悪
漢
垂
一
一
一
一
悪
興
菖
一
一
一
顎
§
一
言
§

☆
明
る
い
だ
け
が
能
で
は
な
い

す
ま
い
の
明
る
さ
は
、
勿
論
、
家
の

第
一
の
条
件
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ガ

ラ
ス
の
家
を
造
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
現
に
現
代
建
築
の
巨
匠
と
い

わ
れ
る
、
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
デ
ル
・
ロ
ー

エ
が
、
四
周
す
べ
て
ガ
ラ
ス
壁
の
、
フ

ァ
ン
フ
ァ
ー
ス
邸
を
設
計
し
て
、
そ
の

実
用
性
を
め
ぐ
っ
て
施
主
と
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
た
の
は
、
有
名
な
話
で
す
。

も
の
に
は
す
べ
て
、
ほ
ど
ほ
ど
と
い

う
こ
と
が
あ
り
、
私
達
建
築
家
が
住
宅

を
設
計
し
て
い
て
、
間
取
り
を
決
め
る

段
階
で
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
窓
を
設

け
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
大
変
難
し
い

i’１１ｉｌ
川Ⅲ
シリーズ２

１Mhllllll
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☆
ム
ー
ド
を
出
そ
う

照
明
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
る

と
、
要
す
る
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
の

用
途
に
応
じ
て
適
当
な
明
る
さ
を
考
え

る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
す
。

何
で
も
か
ん
で
も
、
天
井
か
ら
蛍
光

灯
を
ぶ
ら
さ
げ
て
、
そ
れ
で
済
ま
す
、

と
い
う
の
は
賛
成
し
か
ね
ま
す
。

食
事
を
す
る
時
と
、
勉
強
を
す
る
時

と
で
は
、
明
る
さ
も
、
照
明
の
椎
坊
佑
も○

違
っ
て
当
然
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
「
そ

●
●の気
」
を
起
さ
せ
る
よ
う
な
照
明
の
演

出
を
ぜ
ひ
心
掛
け
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。皆

さ
ん
の
部
屋
を
、
一
度
眺
め
ま
わ

し
て
下
さ
い
。
照
明
に
は
、
直
接
・
間

接
等
い
ろ
い
ろ
な
手
法
が
あ
り
ま
す

し
、
壁
付
の
照
明
器
具
や
、
ス
タ
ン
ド

な
ど
も
、
も
っ
と
用
い
て
も
よ
い
と
思

う
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
工
夫
す
る
こ
と

が
、
部
屋
の
雰
囲
気
を
見
違
え
る
ば
か

り
に
変
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
．

以
上
は
、
ほ
ん
の
ヒ
ン
ト
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
ゆ
た
か
な
暮
し
、
と
い
う
の

は
、
豪
華
さ
や
豊
富
さ
、
と
は
全
く
関
係

な
く
、
住
ま
い
手
が
日
々
の
工
夫
に
よ

っ
て
自
ら
得
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
あ
な
た
も
自
分
の
す
ま
い
を
も
う

一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
と
で
す
。
家
の
中
が
陰
欝
な
の
は
困

る
が
、
ま
ぶ
し
す
ぎ
る
の
も
逆
に
困
る

わ
け
で
す
。

わ
が
国
で
は
、
現
在
部
屋
の
広
さ
の

七
分
の
一
以
上
の
窓
を
設
け
る
べ
し
と

い
う
法
規
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
暗

い
不
健
康
な
部
屋
を
作
ら
な
い
よ
う
、

最
低
限
を
決
め
た
も
の
で
す
。
最
近
明

る
い
こ
と
が
現
代
的
で
あ
る
と
い
わ
ん

ば
か
り
の
大
き
な
窓
が
ふ
え
て
い
ま
す

が
、
適
当
な
明
る
さ
、
い
い
か
え
る
と

適
当
な
暗
さ
が
大
切
な
こ
と
で
す
。

☆
光
を
調
節
し
よ
う

そ
こ
で
、
私
達
は
、
雨
戸
。
プ
ラ
イ

フアンファース邸1 9 5 O アメリカ・イリノイ四局はすべて、ガラス貼りで、
中央部にトイレと台所がある。明るさについては、満点の家であるが…･ ･ ･ 。

ン
ド
・
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
、
光
の
量
を

お
お
ま
か
に
調
整
す
る
の
で
す
が
、
こ

こ
で
、
わ
が
国
古
来
の
紙
障
子
を
、
お

す
す
め
し
た
い
。

紙
障
子
を
透
し
た
光
は
、
優
し
く
慈

愛
に
富
ん
だ
独
特
の
光
で
す
。
和
風
と

か
洋
風
と
か
に
、
こ
だ
わ
る
必
要
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
洋
風
に
は
カ
ー
テ

ン
、
と
い
う
の
は
思
い
込
み
だ
と
思
い

ま
す
。
雨
戸
・
ガ
ラ
ス
障
子
・
紙
障
子

の
三
段
構
え
は
、
大
へ
ん
快
適
で
お
す

す
め
で
き
る
も
の
で
す
。

紙
障
子
を
見
な
お
そ
う
。
を
ぜ
ひ
提

案
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

両脇に見えるのは襖で、遮光用紙障子を引き分けるとガラス障子になる。
この場合雨戸はない。照明は天井灯はむしろ補助光となる。

☆
次
回
は
、
「
す
ま
い
と
音
」
の
テ
ー
マ
で
、

本
荘
光
昭
先
生
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。１

７１
１
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鰯
評

§

ＦＡＳＨＩＯｌＶ●ＲＥＰＯＲＴ

北野･ アルカンシェルから
神戸オリジナルの大人の感性を

霧蕊 鱗
岩田嘉人さん

夢
と
ロ
マ
ン
を
乗
せ
て
北
野
町
・
異
人
館
通
り
に
フ
ッ
ト
ァ
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ア
ル
カ
ン
シ
ェ
ル
」
が
加
月
オ
ー
プ
ン
。
「
ア
ル

●

カ
ン
シ
ェ
ル
」
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
虹
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
・
ア
ー
ケ
ー
ド
の
２
階
に
あ
っ
て
、
明
る
い
照
明
と

広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
に
、
「
パ
ド
ー
ル
」
と
「
ロ
ワ
ー
ル
」

の
両
ブ
ラ
ン
ド
約
帥
品
目
と
自
然
感
覚
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
ベ
ル

ト
な
ど
約
釦
点
を
展
示
。
北
野
町
に
ぴ
っ
た
り
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ

ブ
ル
な
雰
囲
気
が
早
く
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
神
戸

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ュ
ー
ズ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
カ
ワ
ノ
株
式
会
社
・

企
画
開
発
室
室
長
田
村
繁
幸
さ
ん
、
パ
ド
ー
ル
事
業
部
主
査
・
岩

田
嘉
人
さ
ん
、
ア
ル
カ
ン
シ
ェ
ル
店
長
浜
野
功
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
。

ｌ
現
在
、
ブ
ラ
ン
ド
数
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
で
す
か
。

岩
田
モ
ン
プ
テ
イ
、
セ
リ
カ
、
ジ
ム
＆
ジ
ミ
ー
、
ロ
ワ
ー
ル
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
パ
ド
ー
ル
、
ル
・
バ
ル
の
７
つ
で
す
。

ｌ
「
ア
ル
カ
ン
シ
ェ
ル
」
の
商
品
構
成
は
、
パ
ド
ー
ル
が
中
心

で
す
が
、
パ
ド
ー
ル
の
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
お
話
し
下
さ
い
。

田
村
カ
ワ
ノ
で
は
、
７
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
商
品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ド
ー
ル

で
は
、
働
く
女
性
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
ー
ル
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
型
、
弱
歳
か
ら
加
代
中
ぱ
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
こ
れ
ま

で
ヤ
ン
グ
を
主
体
に
し
た
商
品
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
特
に
テ

ィ
ー
ン
ズ
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
サ
イ
ク
ル
が
早
い
ん
で
す
ね
。

目
先
ば
か
り
を
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
、
大
人
の
感
性
を
追
求

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ｌ
バ
ド
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
ポ
リ
シ
ー
は
．

岩
田
靴
は
足
を
包
む
も
の
、
保
護
す
る
も
の
と
い
う
原
点
に
戻

っ
て
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

１
１
人
『
、
ア
パ
レ
ル
も
ベ
イ
シ
ッ
ク
な
も
の
が
多
い
で
す
し
ね
。

岩
田
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
全
体
が
原
点
に
戻
っ
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
本

当
の
女
性
ら
し
さ
の
追
求
に
な
っ
て
き
て
る
ん
で
す
。
素
材
も
、

基
本
的
に
強
度
の
問
題
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
何
で
も
使
え
る
の

で
す
が
、
や
は
り
カ
ー
ブ
や
キ
ッ
ド
が
中
心
で
す
。
ま
た
、
ス
ウ

ェ
ッ
ト
、
ジ
ャ
ー
ジ
、
麻
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

瀞徽 語蕊篭

篭

１
７２
１

浜野 功さん 田村繁幸さん
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本
社
・
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
て

－
か
ら
直
接
に
提
案
で
き
る
場
所
で
商
売
し
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と

思
う
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
今
度
の
出
店
は
、
靴
を
一
足
売
っ
て

い
く
ら
、
と
い
う
売
り
上
げ
よ
り
も
、
流
通
の
改
革
を
し
て
消
費

者
の
意
見
を
直
接
に
吸
収
し
て
、
そ
れ
を
商
品
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
き
た
い
わ
け
で
す
。

岩
田
ミ
ラ
ノ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

と
並
ん
で
コ
ウ
ベ
ブ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
ん
で

す
ね
。
そ
れ
に
は
、
ロ
マ
ン
が
あ
っ
て
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲

気
を
持
つ
北
野
町
か
ら
発
信
、
さ
ら
に
ア
ル
カ
ン
シ
ェ
ル
か
ら
走

り
た
い
、
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。

１
１
実
際
に
お
店
に
立
た
れ
て
ど
う
で
す
か
。

浜
野
わ
ざ
わ
ざ
北
野
ま
で
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
お
客
様
を
大

切
に
し
た
い
で
す
ね
。
デ
ザ
イ
ン
は
好
き
な
ん
だ
け
ど
色
が
：
．
と

お
っ
し
ゃ
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
店
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
顧
客
の
カ
ル
テ
を
作
っ

て
、
電
話
一
本
で
そ
の
方
の
好
み
の
靴
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
な
、
と
い
う
夢
も
持
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
．
ア
ル

カ
ン
シ
エ
ル
と
い
う
名
の
よ
う
に
、
夢
と
ロ
マ
ン
ま
で
も
買
え
る

お
店
の
第
１
号
店
と
し
て
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

鷺

議謹慧霞篭蒙
て
い
ま
す
。

田
村
日
本
人
と
欧
州
人
の
靴
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
が
す
ご

く
あ
る
ん
で
す
ね
。
長
い
間
、
着
物
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
日

本
と
一
千
年
も
の
欧
州
の
歴
史
の
違
い
な
ん
で
す
が
。
常
に
足
は

汗
を
か
い
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
汗
を
と
っ
て
や
る
た
め
に
は

靴
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
よ
う
に
、
人
間
を
中
心
に
し
た

靴
づ
く
り
な
ん
で
す
。
特
に
女
性
も
の
は
ヒ
ー
ル
が
高
く
、
つ
ま

先
で
歩
き
ま
す
ね
。
パ
ド
ー
ル
で
も
人
間
の
機
能
を
考
慮
し
て
、

女
性
に
無
理
を
さ
せ
な
い
靴
づ
く
り
を
目
ざ
し
た
い
ん
で
す
よ
。

ｌ
少
し
で
も
足
を
美
し
く
見
せ
た
い
の
で
、
む
し
ろ
靴
に
カ
バ

ー
し
て
も
ら
い
た
い
（
笑
）
と
い
う
気
持
ち
で
す
ね
。

お
店
の
場
所
を
北
野
町
に
さ
れ
た
理
由
は
何
で
す
か
。

田
村
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
営
む
上
で
、
中
間
に
介
入
す

る
人
が
多
く
な
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
提
案
が
、
消

費
者
に
伝
わ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
鮮
度
の
高
い
商
品
を
メ
ー
カ明るく広々とした店内に並ぶ「パドール」＆「ロワール」

落ち蒲いた雰囲気が漂う「ＫＩＴＡＮＯ・アルカンシエル」

１
７３
１

■
フ
ッ
ト
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ア
ル
カ
ン
シ
ェ
ル
」

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
２
丁
目
Ｍ
１
理

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ア
ー
ケ
ー
ド
２
Ｆ
密
２
２
２
１
０
７
８
８
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識i1i灘
麗鷺

向
一
年
の
半
分
は
海
外
生
活
を
し
て
お
ら

れ
る
そ
う
で
す
が
、
最
近
行
か
れ
た
の
は
ど

ち
ら
の
方
面
で
す
か
。

北
尾
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
オ
ラ
ン

ダ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、

イ
タ
リ
ア
か
ら
フ
ラ
ン
ス
を
》
周
し
ま
し
た
。

向
北
尾
さ
ん
は
一
人
旅
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

北
尾
え
え
、
そ
う
で
す
ね
、
以
前
は
・
人

で
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
撮
影
旅
行
で
し
た

が
、
夜
退
く
ま
で
撮
影
し
て
、
朝
は
早
く
か

Ｉ…Ｊ 鵠

エ p ③■■■■ I ロー舎錦件豆 h Ｊｂｄ面面ハ

, 語

i;‘騒ぐ鼠鋤罵識議冊ヤ’ｗ‐曙リヌ蟻篭 嵯
綜
三
氏
「
窓
辺
の
花
は
、
旅
人
の
た
め
に

》
顎
↑
驚
議

こ
の
料
理
が
一
番
お
い
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

北
尾
私
は
何
で
も
食
べ
る
の
で
す
が
、
Ⅱ
，

本
人
が
外
側
旅
打
し
た
ら
必
ず
Ｈ
本
料
理
店
・
・

を
探
す
で
し
よ
、
私
に
は
そ
れ
が
な
い
の
で

十
℃
６
ヵ
月
で
も
何
ヵ
月
の
旅
行
で
も
Ｈ
水

食
は
食
べ
な
い
で
す
ね
。
食
べ
た
ら
お
い
し

い
と
思
い
ま
す
が
。

向
私
も
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
ｔ
地
の
料
理

が
鹸
高
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
、
私
は
．
．
…
。
。

北
尾
そ
う
で
す
ね
。

お
い
し
か
っ
た
と
言
え
ば
…
…
む
し
ろ
、
イ

ギ
リ
ス
と
か
ド
イ
ツ
に
は
、
た
ま
に
お
い
し

い
も
の
を
見
つ
け
ま
す
が
、
大
体
が
影
く
な

い
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
夜
行
列
車
に
乗
っ
て

明
Ｈ
は
イ
タ
リ
ア
だ
と
思
う
と
「
あ
あ
、
や
．

っ
と
あ
し
た
は
美
雌
し
い
も
の
に
あ
り
つ
け

る
」
と
思
い
ま
す
よ
。
勿
論
、
フ
ラ
ン
ス
や

イ
タ
リ
ア
料
理
は
美
味
し
い
の
で
す
が
、
そ

８
ｒ
切

れ
よ
り
も
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
欧
の
料
理
が

ま
ず
い
の
で
す
や
だ
か
ら
イ
タ
リ
了
へ
着
い

た
ら
ま
つ
光
に
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き
ま
す
。

感
激
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
言
う
と
南

欧
の
〃
が
随
分
と
旨
い
で
す
ね
。

向
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
北
の
方
は
Ⅱ
本
人
の

Ⅱ
に
は
合
い
に
く
い
の
で
す
か
ね
え
。

北
尾
そ
う
で
す
ね
。
日
本
人
は
食
に
関
し

て
は
繊
細
で
あ
り
「
食
の
文
化
』
を
侍
っ
て

い
る
民
族
な
の
で
す
勺
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス

に
「
食
の
文
化
」
は
感
じ
ま
せ
ん
ね
。
ロ
ー

ス
ト
・
ビ
ー
フ
が
耀
高
だ
と
思
っ
て
●
い
る
岡
．

の
人
に
は
Ｉ
Ｉ
Ｌ
私
の
見
聞
が
足
り
な
い
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。
へ

詮
議
議
鍵

鳴爵惑圃趣｡
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１
７４
１

■

霧鴬 賑

蝋 蕊標
舞
謹
守
Ｊ
四

ら
朝
Ｈ
を
撮
っ
た
り
、
そ
の
う
え
に
夜
中
に

４
×
５
カ
メ
ラ
の
フ
イ
ル
ム
（
火
刑
カ
メ
ラ

で
》
枚
づ
っ
撮
影
）
の
詰
め
棒
え
な
ど
で
寝
る

間
も
無
い
ん
で
す
よ
。
と
て
も
昼
間
の
迎
転

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
妓
近
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト

に
運
転
を
ま
か
せ
て
い
ま
す
や
随
分
楽
に
な

り
ま
し
た
ね
。

向
世
界
各
国
を
周
っ
て
お
ら
れ
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
料
理
を
経
験
し
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
料
理
の
本
場
の
フ
ラ
ン
ス
を
含
め
て
ど

蔦溌蕊
蕊

北尾順三（K I T A O J U N Z O）1 9 3 7年､大阪生れ｡ 1 9 5 9年､朝日新聞､大阪本社写ｴ

真部入社。1 9 6 3 年､ フ' ノーとなる。1 9 6 4 年､ 現在の｢ 北尾順三弓真事務所｣ 設立。日
本写真家協会( J p s ) 所属。著作r ヨーロッパ花の散歩道｣ 朝日新聞社刊、一年の約

￥

半分は海外の# 最影旅行に出､ 日本の代表的写真家のひとりとして活躍。
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た
一
帯
で
す
が
、
あ
の
辺
り
は
思
っ
た
よ
り

も
お
い
し
い
で
す
ね
。

向
話
は
違
い
ま
す
が
、
北
尾
さ
ん
は
以
前

か
ら
〃
花
〃
を
テ
ー
マ
に
撮
っ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
す
か
．

北
尾
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
私
は
〃
花
″

と
言
っ
て
も
梧
前
す
ら
知
ら
な
い
、
桜
や
菊

ぐ
ら
い
は
知
っ
て
い
ま
す
が
（
笑
）
。

花
の
飾
り
方
な
ん
て
と
て
も
・
花
そ
の
も
の

は
好
き
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

ヨ
ー
ロ
千
パ

し
か
し
、
違
い
ま
す
ね
。
外
国
の
人
と
日
本

イ

人
の
誉
で
方
が
．
Ⅱ
本
の
場
合
で
は
床
の
間

に
飾
り
、
生
花
と
い
う
カ
タ
チ
で
槌
を
観
賞

し
ま
す
が
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
・
・
豊
北
う
よ
り
も
エ

ク
ス
テ
リ
ア
的
に
誉
で
ま
す
ね
。

向
あ
な
た
の
写
真
に
は
、
窓
辺
を
飾
る
花

の
写
真
が
多
い
で
す
ね
。

北
尾
い
ま
で
こ
そ
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
は

窓
辺
を
花
で
飾
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
か
ら

加
年
前
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
ぢ
え
も
し
な
か

っ
た
よ
う
で
十
％
私
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
撮
影

旅
行
に
始
め
て
行
っ
た
頃
、
「
あ
あ
、
き
れ

い
だ
な
あ
」
と
思
っ
て
搬
り
だ
し
た
の
が
最

初
だ
っ
た
の
で
す
。

向
花
の
あ
る
風
景
に
感
動
す
る
シ
ー
ン
が

あ
っ
た
の
で
す
ね
。

北
尾
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
撮
り
た
め
た

が
真
を
展
覧
会
で
禿
災
し
た
り
、
朝
Ⅱ
新
聞

社
の
依
頼
で
出
版
し
た
り
し
て
今
Ⅱ
に
ま
で

到
っ
た
訳
で
す
。

向
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
窓
を
飾
る
と
い
う

よ
り
も
家
そ
の
も
の
が
絵
に
な
っ
て
い
る
、

北
尼
さ
ん
の
写
真
に
は
そ
ん
な
感
じ
が
し
ま
す
ｂ

北
尾
そ
れ
は
ね
、
村
や
町
を
訪
ず
れ
た
外

品
ｐ
②
Ｆ

米
肴
や
旅
行
新
の
Ⅱ
を
和
ま
せ
る
た
め
に
飾

り
、
ｆ
体
の
調
和
を
創
り
だ
し
て
い
る
っ
て

感
じ
で
す
ね
．
Ⅱ
本
な
ら
ば
、
家
族
と
そ
の

家
を
肋
ず
れ
た
人
だ
け
の
た
め
の
よ
う
で
す

が
、
西
洋
で
は
旅
人
を
楽
し
ま
せ
る
と
補
っ

た
発
想
が
先
に
た
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

向
ス
イ
ス
で
は
、
散
歩
に
行
く
と
き
で
も

で
も
、
そ
の
点
で
言
え
ば
、
「
食
は
文
化
な

り
」
と
考
え
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア

に
は
日
本
人
と
相
通
じ
る
感
性
が
あ
る
の
を

感
じ
ま
し
た
。

向
そ
う
い
う
時
点
で
考
え
る
な
ら
ば
、
‘
中
国

の
料
理
も
そ
う
で
す
ね
。

北
尾
え
え
、
だ
か
ら
下
が
込
ん
で
い
る
と

か
で
は
な
く
、
考
え
方
に
真
心
を
こ
め
て
作

っ
て
い
る
か
で
す
よ
。
で
も
、
家
庭
で
は
ど

こ
の
国
の
人
で
も
家
族
や
友
人
に
は
誠
意
を

も
っ
て
作
っ
江
小
為
と
思
い
ま
す
や

向
大
体
が
大
雑
把
な
ん
で
す
か
。

北
尾
う
ん
、
大
雑
把
と
気
う
か
ｌ
や
っ

ぱ
り
ド
イ
ツ
な
ん
か
は
保
存
食
が
脚
の
蒋
物

に
な
っ
て
い
る
で
し
よ
。

向
食
べ
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ

る
よ
り
も
、
食
べ
ら
れ
れ
ば
い
い
と
思
う
の

●
と
の
遠
い
。

北
尾
多
分
、
そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

向
で
も
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
お
い
し
い

K ＯＢＥ ３E E F S T E A K
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キ
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花
や
水
の
種
を
持
っ
て
歩
く
と
言
い
ま
す
ね
。

北
尾
そ
う
で
す
よ
、
自
然
に
対
す
る
愛
着

心
が
強
い
よ
う
で
す
。
日
本
で
は
、
料
理
の

必
ｆ

素
材
は
大
切
に
し
、
魚
を
生
で
食
べ
た
り
自

然
性
を
重
要
視
し
ま
す
が
、
花
に
関
し
て
は

違
い
ま
す
ね
。
で
も
、
簸
近
の
フ
ラ
ン
ス
で

は
〃
ヌ
ー
ベ
ル
・
キ
ュ
ィ
ジ
ィ
ヌ
〃
と
い
う

自
然
を
そ
こ
な
わ
ず
に
食
べ
る
こ
と
が
流
行

し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
あ
れ
は
交
通
が

発
達
し
て
こ
そ
成
り
た
っ
て
い
る
め
で
す
。

向
本
Ｈ
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

爺
後
に
ひ
と
一
．
門
、
今
Ｈ
の
〃
和
黒
〃
の
お
料

理
は
い
か
が
で
し
た
か
。

北
尾
「
美
味
し
か
っ
た
」
と
ひ
と
．
高
・
食
べ

た
後
で
・
・
・
・
両
蕊
を
足
さ
な
く
て
も
い
い
と
言
う

か
、
お
い
し
か
っ
た
「
だ
け
ど
ね
え
」
と
い

う
こ
と
が
な
く
素
直
に
言
え
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
料
理
だ
け
で
は
な
く
総
合
的
に
店
の
雰

朋
気
も
含
め
て
言
え
る
こ
と
で
す
。

向
こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
写
真
を
撮
り

続
け
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

〈
神
戸
・
北
野
坂
「
和
黒
」
に
て
〉

イ
ン
タ
ビ
ュ
ァ
向
放
楽

あ
ぶ
り
肉
工
房
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7６

★
第
４
回
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ュ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
者
決
定
ノ

今
年
で
、
第
４
回
目
を
迎
え
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ュ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
（
主
催
／
兵
庫
県
・
神
戸
市
・

神
戸
商
工
会
議
所
・
神
戸
新
聞
社
・
日
本
ケ
ミ
カ
ル

シ
ュ
ー
ズ
エ
業
組
合
）
の
受
賞
者
が
、
、
月
塑
日
、

最
終
審
査
で
決
定
し
た
。
大
賞
（
通
産
大
臣
賞
）
は
、

中
央
区
に
住
む
自
営
業
で
シ
ュ
ー
ズ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

高
井
道
子
さ
ん
（
鯛
）
が
受
賞
。
他
、
グ
ッ
ド
デ
ザ

ィ
ン
賞
（
兵
庫
県
知
事
賞
）
２
名
、
優
秀
賞
（
神
戸

商
工
会
議
所
会
頭
賞
）
３
名
、
ア
イ
デ
ア
賞
（
神
戸

新
聞
社
社
長
賞
）
５
名
、
フ
ッ
ト
ウ
ニ
ァ
賞
（
日
本

ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
エ
業
組
合
理
事
長
賞
）
、
名
が

選
ば
れ
た
。

こ
の
日
は
、
一
次
・
二
次
審
査
を
通
過
し
た
作
品

が
、
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
会
館
で
、
審
査
委
員

長
水
野
正
夫
氏
他
ｎ
名
に
よ
っ
て
、
厳
選
に
審
査
さ

れ
た
。
大
賞
に
選
ば
れ
た
高
井
さ
ん
は
、
す
で
に
シ

ュ
ー
ズ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
中
。
地
場
産
業
で

あ
る
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産
業
推
進
の
た
め
、
よ
り

一
層
の
努
力
を
願
い
た
い
も
の
。

口
上
位
入
賞
者

大
賞
／
高
井
道
子
（
シ
ュ
ー
ズ
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
／
斎
藤
敏
彦
（
文
化
服
装
学
院
）
・
割

石
正
一
（
サ
ロ
ン
・
デ
モ
ー
ド
中
西
）
優
秀
賞
／
四

方
恭
子
（
大
阪
文
化
服
装
学
院
）
・
杉
沢
英
樹
（
学

生
）
・
田
辺
次
郎
（
大
学
生
）

☆
シ
ャ
ル
レ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
エ
レ
ガ
ン
ス

稲
カ
レ
ン
ダ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
／

ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー

の
㈱
シ
ャ
ル
レ
か
ら
、
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
エ
レ
ガ

ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
１
９
８
５
年
の
カ
レ
ン
ダ

ー
を
、
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

南
フ
ラ
ン
ス
の
風
景
と
シ
ャ
ル
レ
の
下
着
が
美
し

★
爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
第
１
回
Ｍ
Ａ
Ｃ
テ
ニ
ス
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
開
催

老
若
男
女
を
問
わ
ず
の
テ
ニ
ス
プ
ー
ム
に
Ｍ
Ａ
Ｃ

（
植
村
孝
一
社
長
）
が
、
月
配
日
、
テ
ニ
ス
ス
ポ
ッ

ト
夙
川
で
逓
組
、
犯
名
に
よ
る
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

の
テ
ニ
ス
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
を
主
催
し
た
。
Ｍ
Ａ

Ｃ
各
店
の
顧
客
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
試
合
で
、
お

互
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
初
顔
合
わ
せ
。
そ
れ
で
も
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
繰
り
広
げ
ら
れ
、
結
局
若
さ

鱗
セットにも工夫が見られる

鰯

会
場
に
は
、
ミ

ン
ク
・
フ
ォ
ッ
ク

ス
・
銀
ギ
ツ
ネ
な

ど
、
人
気
商
品
が

ズ
ラ
リ
並
べ
ら
れ

て
お
り
、
ど
れ
も

こ
れ
も
、
す
べ
て

割
安
。
デ
ザ
イ
ン

も
数
種
が
用
意
さ

れ
て
い
た
。

毛
皮
の
他
、
着

物
な
ど
に
も
興
味

を
持
ち
、
い
ろ
い

扇
邑
畠
園
弓
陶
駒
藍
■
邑
蜜
駒
宅
邑
胃

最終審査の模様

☆
Ⅷ
Ｋ
・
Ｄ
・
Ｃ
（
炭
ｚ
再
白
巳
圃
切
再
の
ｚ
固
閃
Ｇ
ｏ

冨
冒
ご
璽
再
Ｃ
ｚ
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
パ
ー
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
共
に

秦
砂
丘
子
デ
ザ
イ
ン
教
室
の
卒
業
生
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
る
Ｋ
・
Ｄ
・
Ｃ
が
、
、
月
配
日
（
金
）
、
尼
崎

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
で
弧
Ｋ
・
，
。
Ｃ
コ
レ
ク
シ
ョ

☆
神
戸
の
街
に
新
し
い
風
吹
か
せ
ま
す

今
年
６
月
に
設
立
さ
れ
た
、
毛
皮
の
卸
業
を
営
む

伽
羅
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株
式
会
社
（
橋
本
佳
塚
子
代
表
）

が
、
ｍ
月
加
・
虹
日
の
両
日
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
ジ

ャ
パ
ン
で
、
フ
ァ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
開
い
た
。
神

戸
の
街
に
登
場
し
て
初
め
て
の
催
し
で
あ
り
、
あ
い

さ
つ
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
る
。

勢揃いしたスタッフ

ン
を
開
催
し
た
。
今
回
の
シ
ョ
ー
は
、
〃
マ
イ
ン
ド
・

フ
リ
ー
〃
と
題
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
械
文
明

の
中
で
の
『
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
』
『
精
神
的
な
や

す
ら
ぎ
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
。
発
表
さ
れ
た
作

品
内
容
は
、
エ
レ
ガ
ン
ト
な
も
の
か
ら
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
も
の
ま
で
幅
広
く
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
ー
な
ど
が

個
性
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
。
カ
ラ

ー
は
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
調
か
ら
パ
ス
テ
ル
調
と
飛
び

常識：
蚤宝差琴了三織
緬ｼﾔ ﾙ ﾚ ' 8 5 ｶ ﾚ ﾝ ダー ’

プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
参
加
者
が
ピ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に

興
じ
た
。
Ｍ
Ａ
Ｃ
で
は
こ
の
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
続
い
て
来
年
は
ス
キ
ー
ッ
ア
ー
を
企
画
し
お
客
さ

ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
を
目
指
し
て
い

る
。

躍識鶴蕊蕊溌欝

に
飛
ん
で
い
る
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
測
団
「
そ
と

ば
こ
ま
ち
」
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
シ
ョ
ー
全
体
の
椛
成
・
演
出
な
ど
に
も
注
目
さ

れ
る
点
が
多
か
っ
た
。

、
結
局
若
さ

で
勝
負
し
た

川
崎
・
小
倉

ペ
ア
が
優
勝

し
、
ド
ル
チ

ェ
の
豪
華
賞

品
が
手
渡
さ

れ
た
。
夕
方

か
ら
は
三
宮

の
ド
ル
チ
ェ

Ｍ
Ａ
Ｃ
３
Ｆ

フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
”
マ
ー

レ
″
で
レ
セ

ろ
な
分
野
を
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
い
う
樵
本
社
長

は
「
新
し
い
女
性
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
、
神
戸
の
街
に
何
か
お
役
に
た
て
れ
ば
」
と
新

会
社
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
。

口
伽
羅
プ
ラ
ン
ー
ー
ン
グ
Ｋ
Ｋ
／
神
戸
市
中
央
区
琴
ノ

緒
町
５
丁
目
３
番
５
号
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ポ
ー
ピ
ル
６

Ｆ
麓
０
７
８
１
２
４
２
１
２
８
７
１
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瀞

●いんたびゅう

⑨ ブロードウエイでも勝負できる男の旅｡ 女の旅
Ｖｏｙａｇｅｄｅｈｏｍｍｅ

Ｖｏｙａｇｅｄｅｆｅｍｍｅ

＆
・
９
－

宝塚スピリット但馬久美< 宝塚歌劇団・花組〉

巧
年
前
、
海
外
公
演
で
シ
ン
ガ
ボ
！

ル
に
行
っ
た
の
が
初
め
て
の
海
外
旅
行
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
海
岸
線
、
沈
む
夕
陽

の
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
以

来
、
海
外
旅
行
が
や
み
つ
き
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
宝
塚
歌
劇
団
・
花
組

の
但
馬
久
美
さ
ん
。
約
一
カ
月
の
地
方

公
演
を
終
え
て
戻
っ
て
き
た
ば
か
り
の

但
馬
さ
ん
を
宝
塚
大
劇
場
に
訪
ね
た
。

ｌ
旅
が
大
好
き
と
の
こ
と
で
す
が

ど
こ
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
か
。

「
宝
塚
村
だ
け
に
い
る
と
窒
息
し
そ
う

に
な
る
の
ね
（
笑
）
。
旅
に
行
く
と
気
持

ち
が
ふ
っ
切
れ
て
、
ま
た
仕
事
を
す
る

気
に
な
る
か
ら
不
思
議
ね
。
海
外
は
ほ

と
ん
ど
廻
っ
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
。
下
級
生
の
頃
、
シ
ョ
ー

の
演
出
で
は
第
一
人
者
の
鴨
川
清
作
先

生
に
１
．
２
年
行
っ
て
こ
い
と
勧
め
ら

れ
た
け
れ
ど
恐
く
て
ね
。
で
も
、
ど
う

し
て
も
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
が
見
た
く
て
思
い
き
っ
て
行
っ
た

の
ね
。
い
っ
ぺ
ん
に
や
み
つ
き
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
」

１
１
ダ
ン
ス
が
お
得
意
の
但
馬
さ
ん
か

ら
見
た
這
う
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
は
い
か
が
で

し
た
？

「
あ
ち
ら
で
レ
ッ
ス
ン
も
受
け
た
け
れ

ど
、
自
信
を
持
っ
て
帰
っ
て
来
れ
ま
し

た
ね
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
は
実
力
で
勝

負
す
る
し
か
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
に
比

べ
る
と
宝
塚
っ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
的
で
、

温
室
な
の
ね
。
そ
れ
だ
け
に
、
外
に
出

た
時
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
っ
て
大
変
。

で
も
、
劇
団
で
し
っ
か
り
勉
強
を
し
て

い
れ
ば
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
へ
行
っ
て

も
勝
負
で
き
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
外

へ
出
て
も
恥
か
し
ぐ
な
い
だ
け
の
訓
練

を
受
け
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
」

ｌ
今
年
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
行
か
れ

た
ん
で
す
ね
。

「
今
年
７
月
に
行
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
、

海
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
高
層
ビ
ル
が
立

つ
し
、
ま
る
で
香
港
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
通
年
前
と
全
く
変
わ
っ
て

し
ま
っ
て
び
っ
く
り
。
あ
の
美
し
い
夕

陽
を
も
う
一
度
見
た
い
と
思
っ
て
行
っ

た
の
に
、
と
て
も
残
念
だ
っ
た
わ
。
で

も
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
店
は
、
と
て
も
素
敵
だ
っ
た
。
現
地

の
店
員
の
女
の
子
な
ん
だ
け
れ
ど
、
日

本
語
が
話
せ
る
の
ね
。
と
て
も
礼
義
正

し
い
し
、
気
持
ち
よ
く
買
い
物
が
で
き

ま
し
た
ね
」

‐
ｌ
上
玉
塚
の
人
っ
て
、
ル
イ
・
ヴ
イ
ト

ン
の
フ
ァ
ン
の
方
が
多
い
で
す
よ
ね
。

「
私
が
ま
だ
下
級
生
だ
っ
た
頃
、
水
穂

葉
子
さ
ん
と
い
う
名
脇
役
の
方
が
お
ら

れ
た
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
の
方
が
バ
ッ
グ

か
ら
傘
に
至
る
ま
で
す
べ
て
ル
イ
・
ヴ

ィ
ト
ン
。
プ
リ
ン
ト
柄
み
た
い
な
め
ず

Ｉ
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
。
あ
の
方
が
宝
塚

に
ヴ
ィ
ト
ン
を
は
や
ら
せ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
（
笑
）
。
パ
リ
公
演
に
行
っ
た
時

も
、
ヴ
ィ
ト
ン
の
本
所
へ
み
ん
な
で
買

い
に
行
き
ま
し
た
し
ね
。
儒
古
場
に
荷

物
を
置
く
と
ほ
と
ん
ど
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト

ン
。
よ
く
み
ん
な
ま
ち
が
わ
な
い
な
（
笑
）

と
思
う
ぐ
ら
い
多
い
。
で
も
本
当
に
機

能
的
で
丈
夫
ね
。
市
に
乗
る
時
に
少
々

乱
暴
に
扱
っ
て
も
何
と
も
な
い
し
。
ラ

フ
な
感
じ
で
も
フ
ォ
ー
マ
ル
で
も
ど
ん

な
洋
服
に
も
合
う
し
ね
」

１
１
今
年
で
舞
台
生
活
加
年
で
す
よ
ね
。

「
６
月
に
鋤
周
年
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
を

フ
ァ
ン
の
方
が
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
ん

だ
け
れ
ど
、
今
ま
で
続
け
て
き
て
本
当

に
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

ツ
レ
ち
ゃ
ん
と
と
も
に
舞
台
を
創
っ
て

い
た
頃
が
な
つ
か
し
い
。
よ
く
ツ
レ
ち

ゃ
ん
が
太
陽
で
、
私
が
月
の
よ
う
な
関

係
だ
、
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
ツ
レ
ち

ゃ
ん
の
い
い
相
手
役
と
し
て
や
れ
た
の

は
嬉
し
い
で
す
ね
。
ト
ッ
プ
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
舞
台
の
お
も
し
ろ
さ
ね
。

自
分
が
精
一
杯
が
ん
ば
る
こ
と
が
、

花
組
釦
名
を
引
っ
張
っ
て
い
く
組
長
と

し
て
の
使
命
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
、
身

体
の
続
く
限
り
踊
っ
て
い
く
し
、
も
ち

ろ
ん
お
芝
居
や
歌
も
あ
る
け
れ
ど
、
私

は
ダ
ン
ス
で
宝
塚
に
生
き
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

撮
影
協
力
／
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
神
戸
直
営
店

元
町
３
丁
目
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
（
３
９
１
）
３
２
６
１

毒

ら
し
い
柄
だ
な
と
思
っ
た
の
が
、
私
と

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
出
会
い
。
水
穂
さ

ん
は
歴
史
も
勉
強
し
て
お
ら
れ
て
、
ヴ

ィ
ト
ン
が
な
ぜ
い
い
の
か
を
よ
く
説
明

｛
一
一

ルイ・ヴィトン
シンガポール店にて

酔
唖

宝塚大劇場楽屋にて
~薗i蔓罰匿.
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一〆蚕

、

さりげなく自己主張する知的エレガンス。
くりザ･ サロン> は､ 素敵な着こなしを通して

これからの女性の生き方をはばひろく提案いたします。

神戸の洗練された感覚をベースにしたファッションスペース
< リザ･ サロン> へぜひお出かけください。

灘i:噸静剛
神戸市中央区三宮町1 - 9 - 1 三宮ｾ ﾝ ﾀ ｰ プラザ3 階T E L O 7 8 ( 3 9 1 ) 6 8 0 6

全国( リザ･ サロン> のご案内／札幌･ 仙台･ 水戸･ 勝田･ 所沢･ 船概･ 東京･ 川崎･ 横浜･ 牌岡･ 名古屋･ 京都･ 大阪･ 神戸･ 岡山･ 広島･ 松山･ 北九州･ 大分･ 熊本･ 宮崎･ 鹿児島･ 沖罰
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F 言～

生
き
と

可／
KANEKO8HlNJU

曲

’２．８．Ｐ
＝

一司二

金子亘珠店
真珠米宝石

御影ガーデンシテイ
神戸市東灘区御影山手1 丁目

〒６５８査○７８( ８２２) ０５８１
●東京●大阪●神戸●福岡●長崎●佐世保

、 』
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今年も何かとお引立下さいまして有難
うございました。ブティックＭＡＳＡ
が誕生してから２７年、１０店舗にまで育
てていただきました。日本で初めてヨ
ーロッパ文化の接点となった港街ＫＯ
ＢＥ、その街でブティックＭＡＳＡは
神戸っ子のお客様にＫＯＢＥの感性を
持って、トラディショナルなデザイン
の中にも流行を否定せず、あるこだわ
りを持ってＫＯＢＥＦＡＳＨＩＯＮ
を主張して来ました。これからも、そ
の表現は変えません。どうぞ来年1 9 8 5
年もよろしくお引き立て下さいませ。
最後になりましたが、楽しいX ，m a s と
良い初年をお迎え下さいませ。ありが
とうございました。

株式会社まさ
代表取締役飯田存

くキュロットスカート￥1 7 , 9 0 0 アンゴラセータ
一￥1 4 , 9 0 0 ジャケット￥１４，９００ジャケット

￥3 6 . 0 0 0 ( すべてブレッケンリッジ) 〉

※このシリーズはまさカラーの素敵な女性に毎月ご登場いただきますｃ

髄

、

、
ＤＥＣＥｊｆＢＥＩ３

ノ

尋
一
・
雪；

■１

尾

二

勇話一 _

7 3 - 5 3 5 9
2 5 - 5 4 2 1
2 5 - 5 副４

、

－< 私の好きな時間〉
モデル／樋口雅世さん

幽神戸さんプラザ店（ 0 7 8 ）
さんち力、店（ 0 7 8 ）
須磨パテイオ店（ 0 7 8 ）

■大阪千里阪急地下街店（０６）
阪急ファイブ店（ 0 6 ）
西武高槻店（ 0 7 2 6 ）
泉北パンジヨ店（0 7 2 2 ）

■宝塚阪急ファミリーストア店（0 7 9 7 ）
■大津西武大津Ｓｃ店（ 0 7 7 5 ）
■加古川ニッケパークタウン店（0 7 9 4 ）

ロヨ

3 3 1 - 0 9 5 0
3 2 1 - 4 5 4 5
7 9 2 －5 6 5 2
3 3 1 - 0 7 5 6
〕1 4 - 0 3 0 3
8 3 - 1 7 8 7
噸－，，７
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亜
ｚ
ロ

トアロードと生田新道の交差点を少し山側へ
上がったところにあるこじんまりまとまった画
廊で今年１月にＯＰＥＮした。ここのオーナー小
坂加代子さんは「具象、抽象にとらわれず、と
にかく多くの人に気軽な気持ちで使ってもらい
たいですね。特に若手は大歓迎です｡ ｣ とおちつ
いた口ぶりで語った。神戸では珍らしい水墨画
展もありこれからのプログラムが楽しみだ。

／
●趣味が高じて画廊になった 小

坂
加
代
子
さ
ん

中
央
区
下
山
手
通
２
１
昭
１
ｍ

珊
合
ピ
ル
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
３
３
１
）
５
７
３
０

画
廊
い
く
乃

皿ロ

ヨ

帝ﾛ 弓、才

蟻ﾘー 神戸聡‘,☆蒜令戸窺代謝術ギャラリ
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書廊鍵
４～９羽田真皮革工房展
1 1 ～１６創作腰両協会厩
1 8 ～２３藤本保子手作り人形

展

神戸市中央区三宮町１丁目
６－３（パレックス東隣）
＼さ(078)391-4137月曜休

画廊錦

1 3 ～１８大桐会害作展

神戸市中央灰三宮町１丁目
５－３０三宮センター街
査(078)331-1721～3水曜休

ギャラリー

あじさい
４～９宮脇成之個展
1 1 ～1 ６伊藤弘之個展

神戸市中央灰二宮町１丁目
8 - 1 - 3 Ｏ５さんプラザ３Ｆ
念(078)331..1639.1067

S A L O N＆G A L L E R Y（北野坂）

神戸時代
常設展

神戸市中央区中山手通1丁目
2 3 - 1 0モンシヤトーコトプキ
ビル１Ｆ台(078)242-3567
贋茶( 昼) 土日休・スナノク( 夜旧謂休

ジョイント

ギャラリー
常設展

神戸市中央区三宮町１丁目
６－．１８ジョイント３Ｆ
念（078)331-2046 ノ
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